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1 . はじめに
我が国の特別支援教育は， 2002年に文部科学省により実施された「通常の学級に在籍する特別な教育
的支援を必要とする児童生徒に関する全国実態調査」を契機に，その後の 2005年に中央教育審議会より
出された「特別支援教育を推進するための制度の在り方について（答申）」を受ける形で2007年に学校
教育法が改正されたことにより始まった。
特別支援教育の開始当初においては，この新しい制度をどのように学校現場の教育活動として展開し
ていくかについて，どの学校においても暗中模索状態であったものと思われる。その後， 10年が経過し，
特別支援教育という用語が学校現場にすっかり定着しただけでなく，多くの実践例が報告され，その教
育活動としての意義が確認されるとともに課題も明らかになってきた。今後は，特別支援教育の質をい
っそう向上させるための方法を明らかにすることが必要となるであろう。
2007年に文部科学省初等中等教育局長名で出された「特別支援教育の推進について（通知）」では，「特
別支援教育コーディネーターは，各学校における特別支援教育の推進のため，主に，校内委員会・校内
研修の企画・運営，関係諸機関・ 学校との連絡・調整，保護者からの相談窓口などの役割を担うこと」
とされている。この文章に示される「校内研修」は，質の向上のための代表的な方法のひとつとしてあ
げることができるだろう。校内研修会のあり方については，実践研究等が積み重ねられてきているが（例
えば，包括的に示したものとして，神奈川県立総合教育センター(2010)や金子・日景・五味田・山内(2017)
など），それを今よりよいものとしていくためには，今後も様々な実践を重ねて分析していくことが不可
欠である。
筆者は特別支援教育の制度の始まりから，都内A区において巡回アドバイザーとして相談・援助活動
を続け，その活動をもとに特別支援教育の推進のための課題について考察を加えてきた（伊藤， 2012,
2015)。また，これまで学校等から校内研修会の講師や保護者向けの啓発を目的とした講演会の講師を何
度か依頼されてきた。本稿は筆者が行ってきたこれらの取り組みのうち，校内研修会や講演会の講師と
しての活動を振り返り，特別支援教育に関する校内研修や講演の実践例を示すとともに，その効果や課
題について検討を試みることを目的とする。
2. 校内研修・ 講演の実践例
(1) 筆者が担当した校内研修・講演等の概要
筆者が担当した特別支援教育の推進を目的とした校内研修および講演等を一覧にしたものが表1であ
る。約 10年間に 7回の校内研修会および講演会において講師を担当した。依頼者別に見ると，中学校か
らの依頼が4回と最も多く，次に小学校からが 2回，教育委員会からが 1回となっている。また，対象
者別に見ると，教員が 3回と最も多く，次いで保護者が 2回，非常勤講師および保護者・地域住民が各
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1 . 特別支援教育とは
・「今後の特別支援教育の在り方について（最終報告）」 (2003年3月28日答申）
「LD,ADHD, 高機能自閉症により学習や生活の面で特別な教育的支援を必要とする児童生徒数につい
て，平成 14年文部科学省が実施した『通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒
に関する全国実態調査』（別添）の結果は，その調査の方法が医師等の診断を経たものでないので，直
ちにこれらの障害と判断することはできないものの，約6%程度の割合で通常の学級に在籍している可
能性を示している」
• 特別支援学校にセンター的な役割
• 特別支援教育コーディネーターの設置
・「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」の策定
2. 対象となる児童•生徒
・LD, ADHD, 高機能自閉症，アスペルガー症候群など軽度発達障害の児童• 生徒
・「軽度＝障害が軽い」ではない
3. 自閉症，高機能自閉症，アスペルガー症候群
・社会性の障害，コミュニケーションの障害，想像力の障害およびそれに基づく行動の障害
• 特有のこだわり，好み，常同行動
・気持ちのやりとりのできなさ，対人関係のぎこちなさ
・パニック
4. ADHD 
・注意欠陥：忘れ物が多い，ボーツとしている，人の話を聞いていない，ケアレスミスが多い・..
・多動：じっとしていられない，いつも身体を動かしている，授業中立ち歩く，ずっとおしゃべりして
vヽる・・・
・服薬治療
5. LD 
・「聞く，話す，読む，書く，計算する，推論する」のうち，特定の能力に著しい困難
6. 学校場面で
・個別の支援と教室での一斉授業
7. 保護者への対応～相談事例から～
8 まとめ
図1 2007年実施のA区立B中学校における教員対象の校内研修の内容
② 2009年実施の A区立c小学校における保護者向け講演（図 2)
この講演会はC小学校の学校保健委員会主催の保護者向けの講演会であり，毎年，外部講師を招いて
行われているものである。筆者としては， 2007年度の B中学校における校内研修に続く 2回目の講演で
あった。当時，筆者は C小学校に毎週，巡回アドバイザーとして訪問し，児童の観察や保護者との面談，
支援員等への助言を行っていた。学校側からの依頼もあり，講演の内容としては，特別支援教育を意識
しながらも，子どもをどのように理解するかといった幅広い内容を含むものとなっている。その上で，
学校において様々な苦手な分野を持つ子どもたちについて理解を深め，かかわりのヒントを得ることを
目的とした。この講演では， B中学校における校内研修において参加者の関心をうまく引き出さなかっ
た反省を踏まえ， 2種類のワークを取り入れた。
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前アンケートの回答に対して網羅的に対応しようとしたために，内容や観点が増えてしまい，参加者か
らするとポイントが絞りづらくなった可能性も考えられる。
1 . 人の個性と能力
2. 「発達障害」つて何？
・知的障害を伴わない発達上の問題
・例えば， LD,ADHD, アスペルガー症候群・・
．誰しもが身に覚えのあることでもある
3 特別支援教育とは
・個別のニーズに応じた教育
（参考）［障害」を抱えている人はどのくらいいるの？
4. 子どもの個性を理解するために
① すべての子どもは，多かれ少なかれ苦手なことを持っている
② 自分の気持ちを言葉で表現することはほとんどの子が上手ではない
③ 大人から見ると「悪い」行勒にも必ず本人にとっての「意味」がある
I ④ 環境からの影響を受けやすい。受けやすさにも惜人差がある
5 子どもへのかかわり方で気をつけたいこと
① 何が悪かったかを丁寧に伝えることが大事
② 「原因探し］だけではなく，その子の気持ちや背景を理解すること
③ 子どもの成長を長い目で見守る姿勢
6. こんなこと相談していいの？
・人に話すことで，親の気持ちが落ち着くことが何よりも大事
• 小さな誤解の積み重ねが問題のもとになっていることが案外多い
図3 2010年実施のA区立 C小学校における保護者向け講演の内容
④ 2016年実施の A区立B中学校における教員対象の校内研修（図4)
B中学校における校内研修は 2007年度以来の 2回目であり，今回は特別支援教育の担当教員からの依
頼であった。それは，この時点において， B中学校では特別支援教育に関する校内の体制がかなり整備
されていたことを示していると考えられる。前回，参加した教員の主体的なかかわりを引き出せなかっ
た印象が残ったこと，また，学校側から具体的な内容を扱ってほしいというリクエストがあったことか
ら，事例検討を含めたグループワークを取り入れた。グループワークが機能しないのではないかという
懸念があったために， B中学校で対応に苦慮した生徒への対応例をもとに事例を作成し，また，グルー
プワークの進め方，検討のポイントをあらかじめ捷示したつこれは手法の点からいえば，―インシデント・
プロセス法」ということになるだろう。グループのメンバーをどのようにするかについては，特別支援
教育の担当教員に検討を依頼したが，結果として，経験年数等を考慮したグループ分けとなった。
前半部分で基礎的な知識を確認し，後半部分でグループワークを実施した。実際に対応に苦慮した生
徒が思い浮かんだため，グループ内での検討は活発に行われたように見受けられた。グループワーク終
了後，各グループから検討結果を報告してもらったが，講師である筆者としてもあらためて考えさせら
れる視点がいくつも提示された。
実際に対応に苦慮した生徒をベースにしたことは，事例に対して実感をもって検討することを可能と
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の時間を設けた。
参加者は，筆者の講演の直前に服務に関する講演を聞いていた影響からか緊張感が比較的高かったこ
ともあり，途中に情報共有の時間を設けたことは参加者の緊張を下げるのに効果があったように感じら
れた。また，少しリラックスした状態の中で，これまでの児童生徒との関係について振り返る機会を持
てたことには意義があったと思われた。
1 . はじめに
(1) 「言語面・社会性の遅れ」を指摘された小学生のプレイセラヒ°一の経験から
(2) 「精神障害者授産施設」でのソーシャルワーカーとしての経験から
(3)大学と特別支援教育
2. 「特別な支援を要する児童・ 生徒」とは
(1) 「特殊教育」（障害児教育）から「特別支援教育」（特別な支援を要する子どもへの教育）へ
(2) 「発達障害」とは
① LD (学習障害→限局性学習症／限局性学習障害）
② ADHD (注意欠陥多動性障害→注意欠如・多動症／注意欠如・多動性障害）
③ 自閉症スペクトラム（高機能自閉症・アスペルガー症候群→自閉スペクトラム症／自閉症スペク
トラム障害）
(3)情報共有・情報交換の重要性
3. 支援の原則と留意点
(1)支援の原則
（学習面）
・個別に対応すること
•特定の内容に焦点化し，ゆっくり，繰り返し指導すること
・ほめること
（生活面）
・「叱る」のではなく，「説明する」こと
・トラブルやパニック時は落ち着くこと（クールダウン）を最優先にすること
• その場で指導すること
(2) 児童• 生徒との関係
信頼関係の形成
(3)教職員相互の関係
連絡体制・情報共有体制の整備
(4) 「二次障害Jについて
人格形成の重要な時期であること
4. まとめ～通常授業の中でできること～
・気づくこと・見守りつつかかわること
• 本人の自己理解を促すこと
・相談・支援・ 診断・医療につなぐ最初の一歩となること
図5 2017年実施の A区教育委員会における非常勤講師対象の研修の内容
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つである「保護者の協力をいかにして得るか」を特に意識し，親が子どもの発達障害や不得意な面を理
解し，それを受け止めることの重要性を結論に据えた。また，あえて大学の学生相談の話を出し，発達
障害や不得意な面がある学生が就職活動で苦労することを取り上げ，中学生の頃からの関わりが非常に
重要であることについて現実的な理解につながるように工夫した。
参加者は少なかったものの，筆者の事前の予想に反し，質疑の時間に参加者から多くの，しかも，本
質的な質問が寄せられた。参加者は特に関心の高い方々であったと考えられる。これは参加が半ば義務
化されている校内研修や，自由参加とはいえ，役員の保護者などに参加が求められる傾向のある保護者
向けの講演会とは異なる特徴であった。筆者にとっては貴重な経験となったが，予想とは大きく異なる
参加者のニーズに十分に応えられたとはいえなかったのではないかという危惧が残った。特に，内容面
では，親しみやすさを優先するのではなく，もう少し専門的な内容を盛り込でもよかったのかもしれな
し‘゜
1 . 「特別な配慮が必要な子ども」とは
「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する全国実態調査J
（文部科学省，平成 14年度実施）
→ 「知的発達に遅れはないものの，学習面や行動面で著しい困難を持っていると担任教師が回答し
た児童生徒の割合」 =6.3% 
2. 「特別な配慮が必要な子ども」の概要
(1) LO (エルディー ）
（特徴）「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」といった領域で困難
(2)ADHD (エー ディー エイチディー ）
（特徴）「不注意」・「多動性・衝動性」
(3)アスペルガー症候群
（特徴）「対人関係が苦手」・「特定の物事へのこだわり」
3 大学における特別な配慮が必要な大学生への対応
(1)大学入試センター試験における配慮
(2)大学における対応の例（明治大学の場合）
4. 中学校段階までに必要なこと
(1)子ども自身が自分の特性を理解する
(2)保護者が子どもの特性を受け入れる
(3)必要かつ適切な関わりを行う
5 よくある誤解
(1) 「本人が怠けているだけだ」「努力すればじきによくなる」
(2) 「うちの子には障害はない」「自分も小さいときこうだったから大丈夫だJ
(3) 「特別支援教育を受けるといじめられるのではないか？」
図7 2017年実施の A区立B中学校における保護者・地域住民対象の講演の内容
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